
EOブラウザは衛星画像を閲覧できる無料のオンラインツールで、
欧州宇宙機関（ESA）が提供しています。

EOブラウザのURLはこちらです。

https://apps.sentinel-hub.com/eo-browser/
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光学画像のSentinel-2データを用いて、令和6年能登半島地震（2024年1月1日発生）
前後の輪島の画像を見てみましょう。

Sentinel-2を選択

Advanced searchで
雲量の設定が可能
（今回は50%に設定）

観測したい場所を入力
（緯度経度座標でも可能）

観測期間の設定
（地震前後の以下期間を設定

2023/12/01～2024/02/15）

検索

L2Aを選択※

※L2Aデータは、L1Cデータから
大気の影響を取り除いたデータです。
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観測結果一覧が
表示されます

地図を選択すると
その場所の画像が
表示されます
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Visualizeをクリックすると
画像が表示されます

検索の結果、輪島が雲に覆われていない画像は、
2023年12月6日、2024年1月5日、2024年2月4日の3時期分ありました。
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2023年12月6日
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2024年1月5日
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2024年2月4日
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Compare機能で、左右に異なる時期の画像を表示し、比較することができます。

2024/02/042023/12/06

比較したい画像は
Add to Compareを

クリックして追加します
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画像を保存することもできます。

ダウンロード

Add map overlayers
をオンにすると、
地名などの情報が載っ
た画像になります

画像のダウンロード

jpgかpngを選択

※より高解像度のデータや
tif形式でのダウンロードは、
ユーザ登録（無料）の後
ログインを行い、

Analyticalより可能です

※
※
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画像の比較

2024年2月4日2023年12月6日

下の画像は保存した画像から明るさ調整を行ったものです。
地震前の2023年12月6日と地震後の2024年2月4日の画像を比較することで、
沿岸部の陸化や、一部の地域での被害状況を確認できます。
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